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全体構成

取組開始までの経緯

令和6年度 取組開始

令和7年度 取組2年目

今後の道すじ



取組開始までの経緯



岩沼管内のあらまし

名取市

岩沼市

亘理町

山元町

２市２町 およそ16.6万人 高齢化率３２．６％

およそ８.0万人 高齢化率２４．５％ 2035年まで人口増加傾向

出典：住民基本台帳人口及び世帯数（令和6年度末現在）
住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査 調査の結果 | ファイル | 統計データを探す | 政府統計の総合窓口

およそ4.3万人 高齢化率２８．１％ 2030年以降人口減少傾向

およそ3.3万人 高齢化率３３．７％ 〃

およそ1.1万人 高齢化率4２．３％ 〃

岩沼管内



精神障害者

障害福祉
体制

医療資源

2007年からの15年間で

自立支援医療受給者数 およそ１千人増

精神保健福祉手帳所持者数

2級、3級それぞれに、およそ４００人増

精神科を標榜する入院医療機関４ヵ所
（県立精神医療センターを含む）

精神科/心療内科を標榜するクリニック６ヵ所

各市町が各々で障害者自立協を設置運営

３市町でそれぞれ基幹相談支援センター設置

（岩沼市はR8年度設置予定）



岩沼管内・管内市町の協議の場

名取市

岩沼市

亘理町

山元町

岩沼管内 圏域協議の場は未設置（R６当初時点）

令和元年度～活動 「精神CSP」（精神包括ケアシステムプロジェクトチーム）

令和４年度～活動 岩沼市障害児者地域自立支援協議会

平成30年度～活動 亘理町自立支援協議会精神障害部会

（令和6年度設置 山元町障害者地域協議会にも包括部会）



令和６年度

取組開始



PDCA

（R7年度第１回 アドバイザー等・都道府県等担当者合同会議厚生労働省資料より抜粋・一部改変） 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進のイメージ

地域アセスメントの実施

個別課題から地域課題への気づき・

地域課題としての整理

地域アセスメントの共有

協議の場での地域課題の共有と

確認

役割分担と
ロードマップの作成

対応方法の検討・合意

地域ビジョン（あるべき姿）と
目標の設定

事業の実施
評価および見直し

事業評価、地域課題の整理など

これまでの管内市町の取組を共有して、地域支援者の皆さんが

岩沼管内全体を見通せる場面（圏域協議の場）作りをしよう



取組の概要

管内市町主催にも協議の場等への参加・ヒアリング 

管内市町協議の場（山元町）の設置支援

岩沼管内協議の場（圏域協議の場）の開催

密着アドバイザーとの打合せ、助言や共有



岩沼管内協議の場の開催

岩沼管内各市町の現状及び取り組み等を情報共有することで、

管内における「にも包括」の構築推進を図る目的で開催する。
目的



各市町にも包括に係る

「協議の場」構成機関

（オブザーバー）

委託事業所、地域包括支援センター、
グループホーム、訪問看護ステーション、
就労支援事業所など

管内精神科

有床医療機関

（入院医療機関）

管内市町担当課

障害福祉担当

精神保健担当

管内基幹相談
支援センター

委託相談支援
事業所

宮城県精神保健推進室

精神保健福祉センター

仙台保健福祉事務所

参集者（計５２名）



「市町における協議の場の運営と取組みについて

名取市

亘理町

岩沼市

山元町



「にも包括の構築を進めていくにあたって」

講    師    サポートケアありのまま舎

（都道府県等密着アドバイザー） 佐々木 晃 氏
講話

手をつなぐということ

地域をどのように見るか

重要度vs緊急度

効果性vs難易度

「にも包括」を楽しむこと

「誰がやるのか」、「忙しいから無理」ではなく

「やれること」から議論しよう！

優先順位マトリクス



令和７年度に向けて
（R7年度第１回 アドバイザー等・都道府県等担当者合同会議厚生労働省資料より抜粋・一部改変） 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進のイメージ

地域アセスメントの実施

個別課題から地域課題への気づき・

地域課題としての整理

地域アセスメントの共有

協議の場での地域課題の共有と

確認

役割分担と
ロードマップの作成

対応方法の検討・合意

地域ビジョン（あるべき姿）と
目標の設定

事業の実施
評価および見直し

事業評価、地域課題の整理など

圏域としての事業実施に向け、地域アセスメント～目標設定までのプロセスに取り組むフェーズに



令和７年度

取組２年目（今年度）



取組の概要

１

２

３

４

事前準備 意見照会・課題集約・展開（地区診断・地域課題）

第一回協議の場

課題を抽出 課題の分類整理により、優先課題を検討

事後検討 密着ADとともに圏域の課題を検討

第二回協議の場

地域アセスメントの実施

地域アセスメントの共有 あるべき姿と目標の設定



事前準備

平時から感じる課題

重要だと感じた課題を５つ選んでお越しください

管内地区診断サマリーの提供

管内市町協議の場構成員への意見照会

事前意見を集約

コアメンバーへフィードバック



地区診断

※事前提供サマリーより一部抜粋





第一回協議の場開催

目的
岩沼管内の実情を踏まえた課題の整理、関係機関間での共有および

連携強化を図り、地域全体での支援体制の在り方を検討する
目的



管内精神科

有床医療機関

（入院医療機関）

管内市町担当課

障害福祉担当

精神保健担当

管内基幹相談
支援センター

委託相談支援
事業所

名取市チーム 岩沼市チーム 亘理郡チーム
（亘理町・山元町合同）

コアメンバー ３３名



講話「地域づくりの取組の視点」

厚生労働省「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業」広域アドバイザー
埼玉県立精神保健福祉センター企画広報担当 吉田太郎主査

グループワーク

現場の課題（質的課題）、地区診断による課題（量的課題）を明らかにする

課題の分類整理により、優先順位を明確化して、目標設定の基礎資料とする

対話と課題の整理を通じて共通理解と連携基盤の強化を図る

厚生労働省「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業」
都道府県等密着アドバイザー
社会福祉法人ありのまま舎仙台市障害者基幹相談支援センター 佐々木晃センター長

内容

講評・講話



１ 講話「地域づくりの取組の視点」

地域によくある事例から考える「にも包括」

制度で問題を切り分けず、

問題を丸ごと（世帯全体）捉え、関係機関の連携に繋ぐ

障害者福祉の枠に留まらず、予防的視点から
未受診者を含む全住民を対象に

私たち ができることを考える

埼玉県立精神保健福祉センター企画広報担当
（にも包括広域アドバイザー） 吉田太郎主査

（当日資料より抜粋）

連携に大切なのは「アセスメントを共有すること」



構造化したプロセス

２ グループワーク 対話と課題の整理を通じて共通理解と連携基盤の強化を図る

優先課題マトリクス

市町課題の優先順位決定

市町/圏域・県の階層別に分類

要素別に分類（10項目）

量的課題・質的課題の抽出

（以降、当日資料より抜粋）



量的課題・質的課題の抽出



要素別に分類（10項目）



市町/圏域・県の階層別に分類



優先課題マトリクス



市町課題の優先順位決定





３ 講評・講話
社会福祉法人ありのまま舎仙台市障害者基幹相談支援センター
（都道府県等密着アドバイザー） 佐々木晃センター長 

名取市チーム

岩沼市チーム

亘理郡チーム

精神医療センター所在地として、地域移行、まちづくり（連携）
にもフォーカスをあてた検討ができていた

引き続き支援者の障害理解に取り組んでいきましょう

人材育成の項目が多く、地域全体で課題認識ができている

精神障害の方が高齢になる将来のことも見通した検討だった

２町の特徴が似ていて、郡として連携できそうだった 家族や普及活動の課題が多かった

家族に頼らない、インフォーマルな支援を意識し、地域のニーズや意識にフォーカスをあてて
考えていきましょう



すべての項目において、
否定的な回答
（「あまり〜なかった」等）
はなし

内容についての理解度・参考度

アンケート集計結果

回答数 19名（回収率 95.0%）



グループワークの時間配分、進め方、構成などについてご意見

急ぎ足になることなく、休憩やお菓子タイムもあり、無理なく楽しくできた。

（当日アンケートより抜粋）

HP、相談、市町で付箋の色がわけられていたことで、それぞれの考え方の違い（着眼点の
違い）が分かりやすく、良かったです。

グループワークを通じて得られた気づきや学び

これまで出ていた地域課題と合わせて、今後どう取り組んでいくか協議していきたい。

皆で話す中で、距離が近づいてくるのを感じました。

今後地域課題の評価をしようと考えているため、参考になってよかった。

全体を通してのご感想・ご意見（自由記載）

他市町の様子を知ることで、地域性の違いや色の違いを知ることにつながった。



事後検討

圏域・県の課題の検討

優先順位マトリクスワーク

抽出された課題をたたき台にした



今後の道すじ



令和８年度に向けて

（R7年度第１回 アドバイザー等・都道府県等担当者合同会議厚生労働省資料より抜粋・一部改変） 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進のイメージ

地域アセスメントの実施

個別課題から地域課題への気づき・

地域課題としての整理

地域アセスメントの共有

協議の場での地域課題の共有と

確認

役割分担と
ロードマップの作成

対応方法の検討・合意

地域ビジョン（あるべき姿）と
目標の設定

事業の実施
評価および見直し

事業評価、地域課題の整理など

取組のロードマップづくりと事業実施のフェーズ



圏域・県の課題の検討

取組を要素別に分解

要素を満たす取組を整理

取組内容をSMARTで整理

圏域の目指す姿の具体化

ロードマップ案の作成（3年計画）

第二回協議の場に向けて検討中

圏域で共有・検討予定

事後検討で取組別に整理

地域の皆さんに
楽しみにしてもらえる「にも包括」



ご清聴ありがとうございました
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